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千 変 万 化 す る 緑

に 、 時 間 を 忘 れ て

見 ほ れ た 。 遠 方 に

連 な る 山 々 。 道 の

両 わ き か ら 迫 る 木

立 。 目 に 涼 し く 、

優 し く 、 そ し て み ず み ず し い 。 藍 、

も え ぎ 、 黄 緑 。 豊 か な 緑 の 表 情 に 触

れ 、 体 の 内 奥 か ら 生 命 の 息 吹 が こ み

上 げ て く る よ う な 爽 快 感 に 浸 っ た 。  

 新 緑 が も え 出 る 初 夏 、 芭 蕉 は 日 光

を 訪 れ た 。 四 月 一 日 （ 陽 暦 五 月 十 九

日 ） 、 東 照 宮 の あ る 日 光 山 を 参 拝 。 好

天 に も 恵 ま れ た の だ ろ う 。 「 あ ら た ふ

と ― ― 」 は 、 陽 光 に キ ラ キ ラ と 輝 く

木 々 の 素 晴 ら し さ に 感 嘆 し な が ら 徳

川 幕 府 の 威

光 も 称 賛 し

た 句 と 解 釈 さ れ て い る 。  

 日 光 を 訪 ね た 朝 、 天 気 は 小 雨 模 様

だ っ た 。 柔 ら か な 水 滴 に 包 ま れ 、 ミ

ズ ナ ラ や ブ ナ の 緑 が 深 み を 増 し て い

る 。 芭 蕉 な ら 、 雨 に 煙 る 日 光 も 情 緒

豊 か に 描 写 し た に 違 い な い 。  

 日 光 駅 か ら ゆ っ く り 歩 い て 約 五 十

分 。 東 照 宮 は 、 圧 倒 的 な 存 在 感 を 見

せ て い た 。 観 光 客 も 、 き ら び や か な

黄 金 装 飾 に 目 を 奪 わ れ 、 あ ち こ ち で

立 ち 止 ま っ て い る 。 浅 草 ・ 清 水 寺 か

ら の 招 待 状 を 携 え た 芭 蕉 は 、 来 客 が

あ っ た た め 、 約 二 時 間 待 っ て 拝 観 し

た と さ れ る 。 「 恐 れ 多 い の で 筆 を 置

く 」 。 幕 府 の 前 に 、 芭 蕉 は 直 接 、 東 照

宮 を 詠 む の を 控 え て い る 。  

 参 拝 し た 足 で 、 東 照 宮 宝 物 館 の 敷

地 内 に あ る 句 碑 に 立 ち 寄 っ た 。 小 鳥

の さ え ず り が 静 寂 を 際 立 た せ る 。 傘

を 畳 ん で 緑 の シ ャ ワ ー に 打 た れ て い

る と 、 不 意 に 雨 が 上 が り 、 雲 間 か ら 

陽 光 が 差 し て き た 。 そ よ と の 風 に 揺

れ る モ ミ ジ の 葉 陰 か ら 降 り 注 ぐ 黄 金

の 光 。 時 に 弱 く 。 そ の 動 画 に 「 あ ら

た ふ と ― ― 」 が 見 事 に 重 な っ た 。  

 ウ グ イ ス の 美 声 が 目 を 細 め な が ら

「 年 間 六 百 十 万 人 が 訪 れ る 日 光 は 自

然 の 宝 庫 で す 」 と 小 野 昌 紀 ・ 日 光 市

観 光 係 長 。 も し か し た ら 、 芭 蕉 の 心

に 強 く 刻 ま れ た の は 、 東 照 宮 の 豪 壮

華 麗 な 人 工 美 よ り も 日 光 が 誇 る 自 然

美 だ っ た の か も し れ な い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 月 日 は 百 代 の 過 客 に し て 、 行 き か ふ 年 も ま た 旅 人 な り 」 

 元 禄 二 年 （ 一 六 八 九 年 ） 三 月 、 松 尾 芭 蕉 は 片 雲 の 風 に 誘 わ れ て 江 戸 ・ 深 川 を た つ 。 日 光 、 那 須 を 抜 け 、 白 河 の 関 か ら み ち の

く を 北 上 。 仙 台 、 平 泉 、 出 羽 三 山 、 象 潟 を 訪 れ 、 北 陸 を 通 り 、 岐 阜 ・ 大 垣 へ と 至 る 約 二 千 四 百 キ ロ 、 五 ヶ 月 間 の 長 旅 で あ っ た 。

西 行 、 宗 祇 に あ こ が れ 、 漂 泊 の 思 い や ま ぬ 歌 ま く ら 探 訪 の 旅 は 、 名 作 「 お く の 細 道 」 と し て 結 実 。 今 年 は そ の 紀 行 文 が 刊 行 さ

れ て ３ 百 年 に 当 た る 。 芭 蕉 の 足 跡 を た ど り な が ら 、 時 の 流 れ に 思 い を は せ て み た 。 
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奥の細道をたずねて 1 

（解説） 

１．ページ設定を行う。（上下左右：20mm） 

２．文章を入力する。 

※1：「印刷の向き：横書き」のまま、先頭から 5~6 行あけて文字を入力する。段落部分を意識しな

がら、適当に改行を入れる。 

※2：入力した文章を全選択し、「書式」－「段落」－「字下げ：1 字」の設定を行う。 

※3：ページ設定から「文字方向：縦書き」「印刷の向き：縦」にする。 

※4：テキストボックスを利用し、「月日は～」部分を縦方向に文字を入力する。 

（書体：HGP 創英角ゴシック UB、フォントサイズ：12pt） 

３．段組みの設定を行う。 

※1：「千変万化する・・・」の 1 つ前の行から

残り全てを選択する。 

※2：「書式」－「段組み」をクリックする。 

※3：以下のように設定する。 

「段数：4」 

段の幅と間隔の「段の幅：16pt」 

「設定対象：選択している文字列」 

   となっていることを確認後、「OK」をクリ

ックする。 

４．タイトル部分をワードアートとクリップアートで作成する。 

※1：ワードアート（フォント：HGP 行書体、フォントサイズ：28pt）で作成する。 

※2：クリップアート（キーワード：バナー）で、「テキストの折り返し：四角」で作成する。 

※3：クリップアートの上にワードアートを重ねて、「図形の調整」で整える。 

５．「あらたふと・・・」の部分をワードアートで作成する。 

※1：ワードアート（フォント：HG 行書体、フォントサイズ：36pt、縦書き）で作成する。 

※2：ワードアートの書式設定から「折り返しの種類と配置：四角」、「詳細設定」－「文字列との

間隔：上下左右 2 ミリ」とする。 

６．ヘッダーとフッターの設定を行う。 

※1：「ページ設定」－「その他」－「ヘッダーとフッター」から、「用紙の端からの距離」を 10 ミ

リに設定する。 

※2：ヘッダーとフッター部分に文字（フォントサイズ：9pt）を入力する。 

 


